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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レンズ交換可能なデジタル一眼レフカメラにおいて、
　撮影レンズを介して被写体像を撮像する撮像手段と、
　上記撮像手段の撮像光路内に侵入した第１の位置と上記撮像光路外に退避した第２の位
置とを移動可能な可動ミラーと、
　上記撮像手段の前面に配置されたシャッタ機構と、
　上記撮像手段で撮像した被写体像を表示するための表示手段と、
　装着された撮影レンズがマニュアルフォーカスレンズであるか否かを判定する判定手段
と、
を具備し、
　上記判定手段によって上記撮影レンズがマニュアルフォーカスレンズであると判定され
た場合に、上記可動ミラーを上記第２の位置に退避させるとともに上記シャッタ機構を開
状態に保持し、上記撮像手段で撮像された被写体像を動画像として上記表示手段に表示さ
せることを特徴とするデジタル一眼レフカメラ。
【請求項２】
　上記撮像手段の出力に基づいて上記撮影レンズが合焦状態であるか否かを判定する焦点
調節状態判定手段と、
　上記焦点調節状態判定手段による上記合焦状態の判定結果を上記表示手段に表示させる
合焦表示制御手段と、
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　を更に具備することを特徴とする請求項１に記載のデジタル一眼レフカメラ。
【請求項３】
　上記表示手段は、上記焦点調節状態判定手段による上記合焦状態の判定結果をスーパー
インポーズ表示する機能を有することを特徴とする請求項２に記載のデジタル一眼レフカ
メラ。
【請求項４】
　上記焦点調節状態判定手段は、上記撮像手段の出力から上記被写体像のコントラスト変
化を検出し、この検出したコントラスト変化に基づいて上記撮影レンズの合焦状態を判定
することを特徴とする請求項２に記載のデジタル一眼レフカメラ。
【請求項５】
　上記焦点調節状態判定手段は、一旦合焦状態であると判定した後、上記コントラストが
所定レベル以上変化した場合には、合焦状態から非合焦状態に変化したと判定する機能を
更に有することを特徴とする請求項４に記載のデジタル一眼レフカメラ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、レンズ交換可能なデジタル一眼レフカメラに関する。
【０００２】
【従来の技術】
現在、レンズ交換式の一眼レフレクス方式のカメラ（以下、一眼レフカメラと称する）に
おいては、カメラ本体内に設けられたＴＴＬ（Through The Lens）位相差方式の焦点検出
装置を用いて撮影レンズの焦点調節状態を検出し、その検出した焦点調節状態に基づいて
撮影レンズを自動的に合焦位置へと導く、所謂オートフォーカス機能を搭載したものが多
い。
【０００３】
一方、多種多様なレンズを装着可能な一眼レフカメラにおいては、オートフォーカス用の
レンズ駆動機構を配置することが困難なレンズや物理的にオートフォーカスが不能なレン
ズも存在する。したがって、これらのオートフォーカス不能なレンズをオートフォーカス
機能付きのカメラに装着した場合には、撮影者は、ファインダ像、即ちフォーカシングス
クリーンに結像する被写体像を見ながら、その被写体像が最もシャープに見える位置に撮
影レンズが位置するように、手動で調節を行わなければならない。
【０００４】
このような手動による焦点調節の補助するための技術として、特許文献１～３で提案され
ているような、測距装置で検出した測距情報をファインダ内に表示させて、合焦状態を確
認可能とするフォーカスエイド表示という技術がある。このようなフォーカスエイドによ
り、撮影者は、合焦状態を確認しながら手動による焦点調節を行うことが可能である。
【０００５】
【特許文献１】
特開平６－３０１０９７号公報
【０００６】
【特許文献２】
特開平９－６１９２３号公報
【０００７】
【特許文献３】
特開２００２－７２３３１号公報
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
従来の一眼レフカメラで用いられていたフォーカシングスクリーンは、ピントの山を見や
すくして撮影レンズの合焦状態が検出しやすいように、表面に光を散乱させるための微細
な凹凸が形成されているので、この凹凸による光の拡散によってファインダが暗くなり、
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被写体像が見えにくくなることがある。また、最近用いられているフォーカシングスクリ
ーンでは、素通しに近いスクリーンが使用される傾向にある。この場合には、フォーカシ
ングスクリーンからピントの山を見つけることが困難になり、手動で焦点調節を行うこと
が困難である。
【０００９】
また、マニュアルフォーカスレンズの中には、ＴＴＬ位相差方式の焦点検出装置が正常に
動作しないものもある。例えば、球面収差が大きなレンズの場合、フォーカシングスクリ
ーンに結像する被写体像と撮像面上に結像する被写体像とにずれが生じてしまい、フォー
カスエイド表示では合焦状態と表示されていても、実際に撮影を行った結果は、ピントが
ずれていたということも起こり得る。
【００１０】
本発明は、上記の事情に鑑みてなされたもので、オートフォーカス機能に対応しない撮影
レンズが装着された場合であっても、撮影者が手動で正確に撮影レンズの焦点調節を行う
ことが可能なデジタル一眼レフカメラを提供することを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するために、本発明の第１の態様によるデジタル一眼レフカメラは、
レンズ交換可能なデジタル一眼レフカメラにおいて、撮影レンズを介して被写体像を撮像
する撮像手段と、上記撮像手段の撮像光路内に侵入した第１の位置と上記撮像光路外に退
避した第２の位置とを移動可能な可動ミラーと、上記撮像手段の前面に配置されたシャッ
タ機構と、上記撮像手段で撮像した被写体像を表示するための表示手段と、装着された撮
影レンズがマニュアルフォーカスレンズであるか否かを判定する判定手段とを具備し、上
記判定手段によって上記撮影レンズがマニュアルフォーカスレンズであると判定された場
合に、上記可動ミラーを上記第２の位置に退避させるとともに上記シャッタ機構を開状態
に保持し、上記撮像手段で撮像された被写体像を動画像として上記表示手段に表示させる
。
【００１２】
　また、本発明の第２の態様によるデジタル一眼レフカメラは、第１の態様において、上
記撮像手段の出力に基づいて上記撮影レンズが合焦状態であるか否かを判定する焦点調節
状態判定手段と、上記焦点調節状態判定手段による上記合焦状態の判定結果を上記表示手
段に表示させる合焦表示制御手段とを更に具備する。
【００１５】
　これら第１～第２の態様によれば、オートフォーカス不能な撮影レンズが装着された場
合であっても、撮影者が手動で正確に撮影レンズの焦点調節を行うことが可能である。
【００１９】
　また、本発明の第３の態様によるデジタル一眼レフカメラは、第２の態様において、上
記表示手段は、上記焦点調節状態判定手段による上記合焦状態の判定結果をスーパーイン
ポーズ表示する機能を有する。
【００２０】
　この第３の態様によれば、合焦状態の判定結果をスーパーインポーズ表示可能である。
【００２１】
　また、本発明の第４の態様によるデジタル一眼レフカメラは、第２の態様において、上
記焦点調節状態判定手段は、上記撮像手段の出力から上記被写体像のコントラスト変化を
検出し、この検出したコントラスト変化に基づいて上記撮影レンズの合焦状態を判定する
。
【００２２】
　この第４の態様によれば、被写体像のコントラスト変化を検出することにより撮影レン
ズの合焦状態を判定できる。
【００２５】
　また、本発明の第５の態様によるデジタル一眼レフカメラは、第４の態様において、上
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記焦点調節状態判定手段は、一旦合焦状態であると判定した後、上記コントラストが所定
レベル以上変化した場合には、合焦状態から非合焦状態に変化したと判定する機能を更に
有する。
【００２６】
　この第５の態様によれば、合焦状態になった後でも合焦状態の判定を行うことができる
。
【００２７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
本一実施形態では、カメラ本体に装着されている撮影レンズが、オートフォーカス可能な
オートフォーカス（ＡＦ）レンズであるのかオートフォーカス不能であり、手動で焦点調
節を行うマニュアルフォーカス（ＭＦ）レンズであるのかに応じて、異なったファインダ
表示制御が行われる。
【００２８】
まず、本発明の一実施形態に係るデジタル一眼レフカメラ本体にＡＦレンズが装着された
場合について説明する。図１は、撮影レンズとしてＡＦレンズ１００をカメラ本体２００
の図示しないマウント部に装着した状態のブロック図を示す。ここで、図１では、カメラ
本体２００にストロボ発光ユニット３００も装着されている。
【００２９】
即ち、レンズ鏡筒内部には、正レンズ１０１や負レンズ１０３が配置されており、これら
のレンズでＡＦレンズを構成している。これら正レンズ１０１及び負レンズ１０３は、ズ
ーム・ピント駆動回路１０４により駆動される。
【００３０】
ここで、ズーム・ピント駆動回路１０４は、公知の電磁モータや超音波モータ等で構成さ
れるレンズ駆動源、このレンズ駆動源を駆動制御するためのドライバ回路、及びレンズ位
置を検出するためのエンコーダ装置などで構成されている。エンコーダ装置は、レンズ位
置に応じた被写体距離及びズーム焦点距離をそれぞれ独立して検出する。このエンコーダ
装置としては、例えば撮影レンズ鏡筒の鏡枠の外表面に設けられた図示しない金属パター
ン上を図示しない切片ブラシを摺動させて位置を検出するタイプの非接触式のエンコーダ
装置を用いればよい。また、エンコーダ装置として、鏡枠の外表面に白黒パターンを配置
し、その白黒パターンをフォトリフレクタ等で検出するタイプのものを用いても良いし、
鏡枠の基準位置からの駆動量を測定してレンズの絶対位置を検出する、所謂絶対距離エン
コーダを用いても良い。
【００３１】
また、正レンズ１０１と負レンズ１０３との間には、絞り機構１０２が設けられている。
この絞り機構１０２は、絞り駆動回路１０５によって駆動され、カメラ本体２００内に入
射する光の光量を調節する。
【００３２】
更に、撮影レンズ鏡筒内部には、ＡＦレンズ１００の光学的特性データを記憶させておく
ためのレンズ情報記憶回路１０６が設けられている。レンズ情報記憶回路１０６に記憶さ
れている光学的特性データは、カメラ本体２００で読み出されて撮影時における処理や画
像処理時等に利用される。
【００３３】
次に、カメラ本体内部の構成及び動作について説明する。
カメラ本体２００内部には、マイクロプロセッサ等で構成されたメインＣＰＵ２０１が設
けられている。このメインＣＰＵ２０１には、データバス２０２や信号線２０３を介して
カメラ本体２００内部の複数のカメラ要素（例えば、撮像手段としての撮像素子２２１や
各種信号処理を行う信号処理回路２２２等）に接続されている。メインＣＰＵ２０１は、
接続されているカメラ要素の動作制御を行うことにより、カメラ全体の動作の制御を行う
。また、メインＣＰＵ２０１は、カメラ本体２００にＡＦレンズ１００が装着された場合
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に、データバス２０２を介して上記したズーム・ピント駆動回路１０４や絞り駆動回路１
０５の制御も行う。
【００３４】
また、カメラ本体２００には、略中央部分がハーフミラーで構成された可動ミラー２０４
が設けられている。この可動ミラー２０４は、撮像素子２２１の撮像光路上、即ちＡＦレ
ンズ１００のレンズ光軸線上にハーフミラー部が位置するようにカメラ本体２００内部に
配置される。ここで、可動ミラー２０４は、ミラー駆動回路２０５に駆動制御されて、軸
２０４ａを中心として所定角度内、即ち後で詳述する撮像素子２２１の撮像光路上の位置
２０４ｂ（以下、第１の位置と称する）から撮像素子２２１の撮像光路上から退避する位
置２０４ｃ（以下、第２の位置と称する）の範囲内で回転可能に構成されている。露光時
等では、メインＣＰＵ２０１は、ミラー駆動回路２０５を制御して可動ミラー２０４を第
１の位置２０４ｂから第２の位置２０４ｃに退避駆動させる。
【００３５】
更に、可動ミラー２０４の中央背面部分には、サブミラー２０６が設けられている。即ち
、ＡＦレンズ１００を介して入射した図示しない被写体からの光束（以下、被写体光束）
の一部が、可動ミラー２０４に構成されたハーフミラー部を透過した後、サブミラー２０
６によって図面下方向に反射される。
【００３６】
この反射方向には、セパレータ光学系２０７、ＡＦセンサ２０８などで構成される焦点検
出装置が配置されている。ここで、この焦点検出装置は、公知の位相差法によって合焦位
置検出を行う。即ち、サブミラー２０６で反射された被写体光束は、セパレータ光学系２
０７において２像に分離された後、ＡＦセンサ２０８に入射する。ＡＦセンサ２０８は、
ＡＦセンサ駆動回路２０９に接続されており、ＡＦセンサ駆動回路２０９によって駆動制
御されて、結像した２像をその光量に応じた電気信号に変換してメインＣＰＵ２０１に出
力する。
【００３７】
メインＣＰＵ２０１は、ＡＦセンサ２０８で生成された２像の信号に基づいて２像の間隔
、即ち、正レンズ１０１と負レンズ１０３のデフォーカス量を求め、この求めたデフォー
カス量から、正レンズ１０１と負レンズ１０３の駆動量データを演算する。そして、メイ
ンＣＰＵ２０１は、演算した駆動量データに基づいて、ズーム・ピント駆動回路１０４を
制御して正レンズ１０１と負レンズ１０３とを合焦位置に駆動する。
【００３８】
また、可動ミラー２０４では、被写体光束の一部が図面上方向に反射される。この反射光
路上には、焦点板（フォーカシングスクリーンともいう）２１０、ペンタプリズム２１１
、及びファインダ接眼光学系２１２で構成されるファインダ光学系が配置されている。即
ち、可動ミラー２０４で反射された被写体光束は、焦点板２１０に結像するので、撮影者
は、この焦点板２１０に結像した被写体像をペンタプリズム２１１及びファインダ接眼光
学系２１２を介して視認できる。
【００３９】
また、ペンタプリズム２１１の第３反射面２１１ａの外側には、表示手段としてのＬＣＤ
モニタ２１３が配置されている。また、ペンタプリズム３２の第３反射面２１１ａは、ハ
ーフミラーで構成されており、この第３反射面２１１ａとＬＣＤモニタ２１３との間には
、凸レンズ面２１４ａを含むプリズム２１４が配置されている。
【００４０】
ＬＣＤモニタ２１３は、画像を表示するための表示素子であるＬＣＤ（液晶表示素子）２
１３ａと、このＬＣＤ２１３ａの表示面を後方から照明するためのバックライト２１３ｂ
とから構成されている。即ち、このＬＣＤモニタ２１３を光学式ファインダの代わりとし
て用いることが可能になっている。
【００４１】
ここで、ＬＣＤ２１３ａは、焦点板２１０と光学的に等価な位置に設けられている。この
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ため、被写体電子画像が表示され、かつ、バックライト２１３ｂが点灯状態になれば、撮
影者は、焦点板２１０に結像した被写体像に重ねて電子画像を観察することが可能である
。即ち、電子画像を焦点板２１０上の光学像にスーパーインポーズした状態で観察可能で
ある。また、可動ミラー２０４を第２の位置２０４ｃに退避させた状態では、ＬＣＤモニ
タ２１３に表示された画像だけを観察可能である。
【００４２】
また、ファインダ接眼光学系２１２の近傍には、結像レンズ２１５及び測光素子２１６が
設けられている。これらは、焦点板２１０上に結像した被写体像から被写体の輝度を測定
するための測光機構である。測光素子２１６は、測光の結果として得られた被写体輝度情
報を、メインＣＰＵ２０１に送信する。メインＣＰＵ２０１は、送信された被写体輝度情
報に基づいて露光量演算を行う。
【００４３】
また、メインＣＰＵ２０１には、データバス２０２を介してＥＥＰＲＯＭ２１７及びスイ
ッチ入力部２１８が接続されている。ＥＥＰＲＯＭ２１７は、不揮発性の半導体メモリで
構成されており、カメラの製造時における個々のばらつきを抑えるのに必要な、カメラ毎
の調整値が格納される。
【００４４】
スイッチ入力部２１８は、図示しないレリーズ釦の半押し操作に連動してＯＮする第１レ
リーズスイッチ、レリーズ釦の深押し操作に連動してオンする第２レリーズスイッチ、カ
メラの電源のＯＮ／ＯＦＦを切り換えるための電源スイッチ、単写モードと連写モードと
の切り換え等の各種モード切り換えを行うための図示しないモード釦に連動してオンする
モードスイッチ等の複数のスイッチから構成されており、このスイッチ入力部２１８に含
まれる何れかのスイッチが操作された場合には、そのスイッチに対応した操作信号がメイ
ンＣＰＵ２０１に供給される。メインＣＰＵ２０１は、この操作信号を受けて各種制御を
開始する。
【００４５】
例えば、メインＣＰＵ２０１が、第１レリーズスイッチのＯＮ状態を判定した場合には、
ＡＦセンサ駆動回路２０９を制御して、ＡＦセンサ２０８上の２像間の距離、即ちデフォ
ーカス量を演算する。そして、演算したデフォーカス量に基づいて、ズーム・ピント駆動
回路１０４を駆動してＡＦレンズ１００の焦点調整を行う。
【００４６】
また、メインＣＰＵ２０１が、第２レリーズスイッチのＯＮ状態を判定した場合には、ミ
ラー駆動回路２０５を制御して、可動ミラー２０４を第１の位置２０４ｂから第２の位置
２０４ｃに移動させる。また、測光素子２１６からの出力に基づく被写体輝度情報より、
予め設定されている図示しないプログラム線図に基づき適正な絞り値とシャッタ秒時を求
める。そして、メインＣＰＵ２０１は、求めた絞り値に基づいて絞り駆動回路１０５を制
御して絞り機構１０２を駆動させる。更に、メインＣＰＵ２０１は、求めたシャッタ秒時
でシャッタ駆動回路２１９を制御して、可動ミラー２０４の後方に設けられたシャッタ２
２０を駆動させる。
【００４７】
即ち、可動ミラー２０４が第２の位置２０４ｃに退避している状態で、シャッタ２２０が
開状態となると、ＡＦレンズ１００を介して入射した被写体像が撮像素子２２１に結像す
る。撮像素子２２１は、結像した被写体像を電気信号（画像信号）に変換した後、信号処
理回路２２２に出力する。信号処理回路２２２は、入力された画像信号に対して各種信号
処理を行う。
【００４８】
また、信号処理回路２２２は、データバス２２３を介して、ＥＰＲＯＭ２２４、ＳＤＲＡ
Ｍ（シンクロナスダイナミックランダムアクセスメモリ）２２５、及びフラッシュメモリ
２２６にも接続されている。
【００４９】
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ＥＰＲＯＭ２２４は、信号処理回路２２２に含まれるプロセッサ（ＣＰＵ）で処理される
プログラムを格納する。ＳＤＲＡＭ２２５は、画像処理前の画像データや画像処理中の画
像データを一時的に記憶する。フラッシュメモリ２２６は、最終的に確定された画像デー
タを記憶する。ここで、ＳＤＲＡＭ２２５は、揮発性の一時的記憶手段であり、高速動作
が可能であるが電源供給が遮断されると記憶内容が消滅する。一方、フラッシュメモリ２
２６は、不揮発性記憶手段であり、低速であるがカメラの電源がＯＦＦされても記憶内容
が保存される。
【００５０】
ここで、信号処理回路２２２で行われる画像処理について図２を参照して更に詳しく説明
する。図２は、図１における信号処理回路２２２の詳細とそれに関連する周辺回路（撮像
素子２２１及びＬＣＤモニタ２１３について示したブロック図である。
【００５１】
信号処理回路２２２は、内部にＲＩＳＣプロセッサ、カラープロセッサ、ＪＰＥＧプロセ
ッサ等を含み、デジタル画像信号の圧縮・伸張処理、ホワイトバランス処理、エッジ強調
処理等の画像処理を行う回路である。また、信号処理回路２２２は、撮像素子２２１から
出力された画像信号をＬＣＤモニタ２１３に出力するためのコンポジット信号（輝度信号
、色差信号）に変換する処理も行う。
【００５２】
即ち、信号処理回路２２２には、信号処理動作を制御する制御回路としてのＣＰＵ２２２
ａと、このＣＰＵ２２２ａに接続され、ＣＰＵ２２２ａからの制御信号に従って動作する
複数の回路が含まれている。また、ＣＰＵ２２２ａは、図１に示した信号線２０３を介し
てメインＣＰＵ２０１と接続されており、メインＣＰＵ２０１から出力された制御信号に
基づいて信号処理回路２２２内の各回路を制御する。
【００５３】
第１の画像処理回路２２２ｂは、ＣＰＵ２２２ａで設定された駆動条件に従って撮像素子
２２１を駆動すると共に、撮像素子２２１から出力されたアナログ画像信号をＡ／Ｄ変換
してデジタル画像信号を生成する。また、第１の画像処理回路２２２ｂは、撮像素子２２
１の遮光部分の画素信号に基づいて画像信号の補正も行う。
【００５４】
間引き・抽出処理回路２２２ｃは、第１の画像処理回路２２２ｂから出力されたデジタル
画像信号に対して間引き処理（解像度を低下させてデータ量を少なくする処理）を施して
、第２の画像処理回路２２２ｄ及び第３の画像処理回路２２２ｅに出力する。ここで、第
２の画像処理回路２２２ｄに出力する画像信号の間引きの度合いは、撮影者によって設定
された解像度に応じて決定される。また、第３の画像処理回路２２２ｅに出力する画像信
号の間引きの度合いは、画像表示に適した解像度に応じてＣＰＵ２２２ａによって決定さ
れる。
【００５５】
更に、間引き・抽出処理回路２２２ｃは、画像信号の一部を抽出してホワイトバランス処
理回路（以下、ＷＢ処理回路）２２２ｆ及びコントラスト判定回路２２２ｇに出力する。
ＷＢ処理回路２２２ｆは、画像の色バランス（ホワイトバランス）を調整するためのホワ
イトバランス情報（ＷＢ情報）を演算する回路である。ＷＢ処理回路２２２ｆで演算され
たＷＢ情報は、第２の画像処理回路２２２ｄにはＣＰＵ２２２ａを経由して送信され、第
３の画像処理回路２２２ｅには直接送信される。
【００５６】
コントラスト判定回路２２２ｇは、間引き・抽出処理回路２２２ｃで処理された画像デー
タの所定領域内、具体的には、撮影画面内のＡＦセンサ２０８の測距領域（ＡＦターゲッ
ト領域）について、最も輝度レベルが高い画素と最も低い画素とを選び出して、その差を
コントラスト情報として出力する回路である。このコントラスト情報は、ＣＰＵ２２２ａ
を介してメインＣＰＵ２０１に送られる。
【００５７】
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第２の画像処理回路２２２ｄは、フラッシュメモリ２２６に記憶するための画像信号を生
成する回路で、γ補正、画像信号のデータビット数の削減、ＷＢ情報に基づく色調整、Ｒ
ＧＢ信号からＹＣｂＣｒ信号への変換、撮像素子２２１の欠陥画素補正、スミア補正、色
相や色度等の公知の処理を行う後段処理回路である。
【００５８】
第３の画像処理回路２２２ｅは、ＬＣＤモニタ２１３に表示するための画像を生成する回
路で、γ補正，イメージ信号のデータビット数の削減、ＷＢ情報に基づく色調整、ＲＧＢ
信号からＹＣｂＣｒ信号への変換等の公知の処理を行う簡易後段処理回路である。一般的
に、ＬＣＤモニタ２１３に撮像画像を繰り返し表示するためには、ソフトウェアによる処
理では速度が間に合わないことが多い。したがって、表示のための画像処理は、この第３
の画像処理回路２２２ｅにおいてハードウェア的に処理する。
【００５９】
ビデオ・デコーダ２２２ｈは、コンポジット信号（ＹＣｂＣｒ）信号を、例えばＮＴＳＣ
信号に変換してＬＣＤモニタ２１３に表示させる。また、ＪＰＥＧ圧縮／伸張処理回路２
２２ｉは、第２の画像処理回路２２２ｄで処理された画像信号をフラッシュメモリ２２６
に記憶する前にＪＰＥＧ圧縮を施したり、フラッシュメモリ２２６に記憶されたＪＰＥＧ
画像を読み出して伸張したりするための回路である。
【００６０】
次に、ストロボ発光ユニット３００について説明する。ストロボ発光ユニット３００にお
いては、ストロボ制御回路３０１が、データバス２０２を介してカメラ本体２００のメイ
ンＣＰＵ２０１と接続されている。このストロボ制御回路３０１は、トリガ回路３０２に
も接続されている。即ち、ストロボ制御回路３０１は、メインＣＰＵ２０１に制御されて
、内部の図示しないストロボ用メインコンデンサの充電処理の制御及びトリガ回路３０２
に対してストロボ発光開始指示の制御を行う。
【００６１】
即ち、ストロボ制御回路３０１からトリガ回路３０２に対してストロボ発光の開始が指示
された場合に、トリガ回路３０２は、発光管３０３にトリガ信号を出力する。発光管３０
３においては、トリガ信号を受けて内部に封止されているキセノンガスが励起して発光が
行われる。この発光光は、反射傘３０４で反射され、更に発光パネル３０５を通過して被
写体に照射される。ここで、このようなストロボ発光ユニット３００は、カメラ本体２０
０からポップアップするように構成されている。
【００６２】
次に、図３を参照して、撮影レンズとしてＡＦ機能を有していないＭＦレンズ４００がカ
メラ本体２００に装着された場合について説明する。即ち、ＭＦレンズ４００は、正レン
ズ４０１、絞り機構４０２、及び負レンズ４０３で構成されており、これらは図示しない
駆動機構を介して手動操作により駆動される。また、ＭＦレンズ４００は、ＡＦ機能を有
してないので、ズーム・ピント駆動回路１０４、絞り駆動回路１０５、及びレンズ情報記
憶回路１０６に相当する構成が設けられていない。
【００６３】
ここで、カメラ本体２００は、撮影レンズ側にレンズ情報記憶回路１０６が存在している
か否かを判定することにより、装着されているレンズがＡＦレンズ又はＭＦレンズの何れ
であるのかを判定する。この判定は、レンズ情報記憶回路１０６からレンズ情報が読み出
せるか否かを判定することで行う。即ち、メインＣＰＵ２０１は、レンズ情報が読み出せ
る場合にはＡＦレンズ１００が装着されていると判定し、読み出せない場合にはＭＦレン
ズ４００が装着されていると判定する。
【００６４】
前述したように、ＭＦレンズを用いた場合には、焦点板２１０に結像する被写体像と撮像
素子２２１に結像する被写体像とが一致しない場合があり、手動による合焦結果と実際の
合焦位置とにずれが生じてしまうことがある。
【００６５】
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そこで、本一実施の形態では、カメラ本体２００にＭＦレンズ４００が装着された場合に
は、メインＣＰＵ２０１は、ミラー駆動回路２０５を制御して可動ミラー２０４を撮像光
路外の第２の位置２０４ｃに退避させ、更に、シャッタ駆動回路２１９を制御してシャッ
タ２２０を開状態にする。
【００６６】
この状態で、メインＣＰＵ２０１は、撮像素子２２１に被写体像の撮像を繰り返し行わせ
る。そして、撮像素子２２１は、得られた画像信号を信号処理回路２２２に出力する。信
号処理回路２２２は、入力された画像信号をコンポジット信号に変換してＬＣＤモニタ２
１３に出力する。ＬＣＤモニタ２１３は、入力された信号に基づいて動画像表示を行う。
これにより、撮影者は、光学式のファインダを用いなくとも被写体像を確認できる。この
場合には、焦点板２１０に結像した被写体像ではなく、撮像素子２２１に結像した被写体
像に基づいて画像表示を行うので、手動による合焦結果が実際の合焦位置とずれてしまう
ことがない。
【００６７】
次に、このような構成を持つデジタル一眼レフカメラにおける制御を図４のフローチャー
トに従って説明する。図４は本一実施の形態に係るデジタル一眼レフカメラのメイン動作
のフローチャートである。
【００６８】
電源投入直後や電池装填直後などでこのフローチャートが開始し、メインＣＰＵ２０１は
、まず、初期設定としてフラグ類のリセットを行う（ステップＳ１）。次に、メインＣＰ
Ｕ２０１は、撮影レンズ側と通信を行い、レンズ情報記憶回路１０６からレンズ情報の読
み込みを開始する（ステップＳ２）。次に、メインＣＰＵ２０１は、レンズ情報記憶回路
１０６からレンズ情報を読み込めたか否かにより、装着されている撮影レンズがＡＦレン
ズ１００であるか否かを判定する（ステップＳ３）。
【００６９】
ステップＳ３の判定において、装着されているレンズがＡＦレンズ１００でないと判定し
た場合には、ＭＦレンズ４００である。この場合に、メインＣＰＵ２０１は、ＭＦレンズ
が装着されているか否かを示すフラグであるマニュアルフォーカスフラグ（以下、ＭＦ＿
Ｆと称する）に１がセットされているか否かを判定する（ステップＳ４）。ＭＦ＿Ｆに１
がセットされていないと判定した場合に、メインＣＰＵ２０１は、可動ミラー２０４を第
２の位置２０４ｃに退避させた後（ステップＳ５）、シャッタ２２０を開放する（ステッ
プＳ６）。次に、メインＣＰＵ２０１は、ＭＦ＿Ｆに１をセットして（ステップＳ７）、
ＬＣＤモニタ２１３に動画像表示を開始させるように、信号処理回路２２２に指示を送る
（ステップＳ８）。これによってファインダ内に動画表示が行われる。その後、メインＣ
ＰＵ２０１は、ファインダ内にピント状態に関する表示を行って（ステップＳ９）、ステ
ップＳ１５に移行する。なお、ステップＳ９の「ファインダ内表示処理」については、後
に詳述する。
【００７０】
一方、ステップＳ４の判定において、ＭＦ＿Ｆに１がセットされていると判定した場合に
は、ＭＦレンズ４００が装着されており、ＭＦレンズ用の処理が既になされているので、
ステップＳ５～ステップＳ８の処理を省略してステップＳ９に移行する。
【００７１】
また、ステップＳ３の判定において、装着されているレンズがＡＦレンズ１００であると
判定した場合に、メインＣＰＵ２０１は、ＭＦ＿Ｆに１がセットされているか否かを判定
する（ステップＳ１０）。このステップＳ１０の判定において、ＭＦ＿Ｆに１がセットさ
れていると判定した場合に、メインＣＰＵ２０１は、ＭＦレンズ４００装着時に行ってい
た処理を終了させる。まず、メインＣＰＵ２０１は、ＬＣＤモニタ２１３に行っていた動
画表示を終了させるように、信号処理回路２２２に指示を送る（ステップＳ１１）。次に
、メインＣＰＵ２０１は、シャッタ２２０を閉じ（ステップＳ１２）、可動ミラー２０４
を第１の位置２０４ｂに戻した後（ステップＳ１３）、ＭＦ＿Ｆに０をセットする（ステ
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ップＳ１４）。
【００７２】
一方、ステップＳ１０の判定において、ＭＦ＿Ｆに１がセットされていないと判定した場
合には、ＡＦレンズ１００が装着されており、ＡＦレンズ用の処理が既になされているの
で、ステップＳ１１～ステップＳ１４の処理を省略してステップＳ１５に移行する。
【００７３】
ＭＦレンズ４００又はＡＦレンズ１００用の処理を行った後、メインＣＰＵ２０１は、ス
イッチ入力部２１８に含まれる第１レリーズスイッチ（１ｓｔＳＷ）がＯＮされたか否か
を判定する（ステップＳ１５）。この判定において、第１レリーズスイッチがＯＮされた
と判定した場合には、撮像処理を行う（ステップＳ１６）。一方、第１レリーズスイッチ
がＯＮされていないと判定した場合には、ステップＳ２に戻る。なお、ステップＳ１６の
「撮像処理」については、後で詳述する。
【００７４】
撮像処理の後、メインＣＰＵ２０１は、電源スイッチ（ＳＷ）がＯＦＦされたか否かを判
定する（ステップＳ１７）。このステップＳ１７の判定において、電源スイッチがＯＦＦ
されていないと判定した場合には、ステップＳ２に戻る。一方、ステップＳ１７の判定に
おいて、電源スイッチがＯＦＦされたと判定した場合に、メインＣＰＵ２０１は、停止処
理を行ってカメラを休止モードに移行させる。
【００７５】
次に、図４のステップＳ９におけるファインダ内表示処理について図５を参照して説明す
る。このファインダ内表示処理においては、動画像表示状態における合焦状態をファイン
ダ内にスーパーインポーズ表示する。ここで、ファインダに動画像を表示させている際に
は、可動ミラー２０４が第２の位置２０４ｃに退避しているので、ＡＦセンサ２９を用い
て合焦状態を判定することができない。そこで、本一実施形態では、ファインダ内に動画
像表示を行っている際には、図６に示す分布図のように撮像素子２２１で検出された被写
体像から被写体のコントラスト変化を検出し、この検出したコントラストが最大となるレ
ンズ位置を合焦位置として検出する、所謂「山登り方式」を用いて合焦状態の判定を行う
。
【００７６】
即ち、ファインダ内表示処理において、メインＣＰＵ２０１は、まず、信号処理回路２２
２にコントラスト値の読み込みを行わせる（ステップＳ２１）。次に、信号処理回路２２
２内部のＣＰＵ２２２ａは、読み込んだコントラスト値が１回目のものであるか否かを判
定する（ステップＳ２２）。この判定において、読み込んだコントラスト値が１回目のも
のであると判定した場合に、ＣＰＵ２２２ａは、内部の図示しないレジスタＣＯＮＴ１に
１回目のコントラスト値を記憶させて（ステップＳ２３）、このフローチャートを抜ける
。
【００７７】
一方、ステップＳ２２の判定において、読み込ませたコントラスト値が２回目のものであ
ると判定した場合に、ＣＰＵ２２２ａは、内部の図示しないレジスタＣＯＮＴ２に、ステ
ップＳ２１で読み込んだコントラスト値を記憶させる（ステップＳ２４）。次に、ＣＯＮ
Ｔ１に記憶されたコントラスト値とＣＯＮＴ２に記憶されたコントラスト値とを比較して
ＣＯＮＴ２に記憶されたコントラスト値のほうがＣＯＮＴ１に記憶されたコントラスト値
よりも大きいか否かを判定する（ステップＳ２５）。
【００７８】
ステップＳ２５の判定において、ＣＯＮＴ２に記憶されたコントラスト値のほうがＣＯＮ
Ｔ１に記憶されたコントラスト値よりも大きいと判定した場合には、コントラストが向上
して合焦状態に近づいた場合である（例えば、図６において、レンズ位置がＸ１からＸ２

に変化した場合）ので、ＣＰＵ２２２ａは、アップフォーカスフラグ（以下、ＵＰ＿Ｆと
称する）に１をセットした後（ステップＳ２６）、合焦状態であることを示す合焦フラグ
（以下、ＩＦ＿Ｆと称する）に１がセットされているか否かを判定する（ステップＳ２７
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）。
【００７９】
ステップＳ２７の判定において、ＩＦ＿Ｆに１がセットされていないと判定した場合には
、まだ合焦状態でないので、ＬＣＤモニタ２１３上に図７（ｂ）に示すような非合焦状態
を示す文字列表示５０２をスーパーインポーズ表示させる（ステップＳ２８）。一方、ス
テップＳ２７の判定において、ＩＦ＿Ｆに１がセットされていると判定した場合には、現
在、合焦状態であるので、ＣＰＵ２２２ａは、ＬＣＤモニタ２１３上に図７（ａ）に示す
ような合焦状態を示す文字列表示５０２をスーパーインポーズ表示させる（ステップＳ２
９）。表示終了後は、ＣＯＮＴ２に記憶された値をＣＯＮＴ１に記憶させてＣＯＮＴ１の
値を更新して（ステップＳ３０）、このフローチャートを抜ける。
【００８０】
また、ステップＳ２５の判定において、ＣＯＮＴ２に記憶されたコントラスト値がＣＯＮ
Ｔ１に記憶されたコントラスト値以下であると判定した場合に、ＣＰＵ２２２ａは、ＵＰ
＿Ｆに１がセットされているか否かを判定する（ステップＳ３１）。この判定において、
ＵＰ＿Ｆに１がセットされていると判定した場合には、レンズ位置がＸ４の場合であるの
で、ＬＣＤモニタ２１３に合焦表示を行わせた後（ステップＳ３２）、ＵＰ＿Ｆに０をセ
ットする（ステップＳ３３）。次に、ＣＰＵ２２２ａは、ＩＦ＿Ｆに１をセットした後（
ステップＳ３４）、合焦位置のコントラスト値を記憶させておくレジスタＣＯＮＴ０に、
現在のＣＯＮＴ１の値を記憶させる（ステップＳ３５）。その後、ステップＳ３０に移行
する。
【００８１】
また、ステップＳ３１の判定において、ＵＰ＿Ｆに１がセットされていないと判定した場
合に、ＣＰＵ２２２ａは、ＩＦ＿Ｆに１がセットされているか否かを判定する（ステップ
Ｓ３６）。この判定において、ＩＦ＿Ｆに１がセットされていると判定した場合に、ＣＰ
Ｕ２２２ａは、ＣＯＮＴ０に記憶されたコントラスト値とＣＯＮＴ２に記憶されたコント
ラスト値の差分の絶対値をとり、この値が許容値αよりも大きいか否かを判定する（ステ
ップＳ３７）。
【００８２】
ここで、このステップＳ３７の演算は、合焦位置Ｘ４からレンズ位置がどれだけ変化した
のかを判定するための演算である。即ち、ステップＳ３１の判定において、ＵＰ＿Ｆに１
がセットされていないと判定された場合には、レンズ位置がＸ４からコントラスト値の低
下する位置に移動した（例えば、Ｘ４からＸ５）ことを意味する。しかし、本一実施形態
では、コントラストがＣＯＮＴ０の値（最大コントラスト値）からαの範囲にある場合に
は、合焦状態であると判定する。なお、この許容値αは所定値としてもよいが、このαは
、ＣＯＮＴ０の値により変化させたほうが好ましい値なので、ＣＯＮＴ０に対するαをテ
ーブルデータとして記憶させておき、ステップＳ３１の判定では、ＣＯＮＴ０に対応する
αをテーブルデータの中から読み出すようにしてもよい。
【００８３】
即ち、ステップＳ３７の判定において、ＣＯＮＴ０とＣＯＮＴ２との差分の絶対値が許容
値α以下であると判定した場合には、合焦状態であるので、ＣＰＵ２２２ａはＬＣＤモニ
タ２１３に合焦表示を行わせた後（ステップＳ３８）、ステップＳ３０に移行する。一方
、ステップＳ３７の判定において、ＣＯＮＴ０とＣＯＮＴ２との差分の絶対値が許容値α
以下であると判定した場合には、非合焦状態であるので、ＣＰＵ２２２ａはＬＣＤモニタ
２１３に非合焦表示を行わせた後（ステップＳ３９）、ＩＦ＿Ｆに０をセットする（ステ
ップＳ４０）。その後、ステップＳ３０に移行する。
【００８４】
また、ステップＳ３６の判定において、ＩＦ＿Ｆに１がセットされていないと判定した場
合に、ＣＰＵ２２２ａは、ＬＣＤモニタ２１３に非合焦表示を行わせる（ステップＳ４１
）。その後、ステップＳ３０に移行する。
【００８５】
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次に、図４のステップＳ１６における撮像処理について図８を参照して説明する。この撮
像処理において、メインＣＰＵ２０１は、まず、ＭＦ＿Ｆに１がセットされているか否か
を判定し（ステップＳ５１）、現在装着されている撮影レンズがＡＦレンズ１００とＭＦ
レンズ４００の何れであるかを判定する。
【００８６】
ステップＳ１の判定において、ＭＦ＿Ｆに１がセットされていると判定した場合には、装
着されている撮影レンズがＡＦレンズ１００の場合である。この場合にメインＣＰＵ２０
１は、測光センサ２１５によって測光を行うと共に、この時の測光結果から、適正な絞り
値とシャッタ秒時を求める露光演算１を実行する（ステップＳ５２）。次に、ＡＦセンサ
２０８によって検出した像からデフォーカス量を求め、この値に応じてＡＦレンズ１００
を駆動させる（ステップＳ５３）。
【００８７】
次に、メインＣＰＵ２０１は、第２レリーズスイッチ（２ｎｄＳＷ）がＯＮされたか否か
を判定する（ステップＳ５４）。この判定において、第２レリーズスイッチがＯＮされた
と判定した場合に、メインＣＰＵ２０１は、可動ミラー２０４を第２の位置２０４ｃに退
避させた後（ステップＳ５５）、絞り機構１０２を絞って（ステップＳ５６）、信号処理
回路２２２に静止画の取り込みを開始するように指示する（ステップＳ５７）。その後、
ステップＳ５２で求めたシャッタ秒時だけシャッタ２２０を開放する（ステップＳ５８）
。その後、メインＣＰＵ２０１は、信号処理回路２２２に取り込んだ画像の画像処理を行
うように指示する（ステップＳ５９）。
【００８８】
画像の取り込み及び画像処理終了後、メインＣＰＵ２０１は、絞り機構１０２を開放し（
ステップＳ６０）、可動ミラー２０４を第１の位置２０４ｂに戻した後（ステップＳ６１
）、信号処理回路２２２に、画象処理した画像をフラッシュメモリ２２６に記憶させるよ
うに指示する（ステップＳ６２）。この後、ステップＳ７２に移行する。
【００８９】
また、ステップＳ５４の判定において、第２レリーズスイッチがＯＮされていないと判定
した場合に、メインＣＰＵ２０１は第１レリーズスイッチがＯＮ状態であるか否かを判定
する（ステップＳ６３）。この判定において、第１レリーズスイッチがＯＮされていると
判定した場合には、ステップＳ５４に戻る。一方、ステップＳ６３の判定において、第１
レリーズスイッチがＯＦＦされたと判定した場合には、このフローチャートを抜ける。
【００９０】
　また、ステップＳ５１の判定において、ＭＦ＿Ｆに１がセットされていると判定した場
合には、現在装着されている撮影レンズがＭＦレンズ４００である。この場合には、可動
ミラー２０４が第２の位置２０４ｃに退避しており、測光素子２１６による測光を行うこ
とができないので、撮像素子２２１の中央部付近に結像した像の明るさの平均値に基づい
て被写体輝度情報を求める。ここで、ＭＦレンズ４００には、絞り駆動回路１０５が設け
られていないので、絞り値を求める必要がない。このため、露光量演算２としては、シャ
ッタ秒時のみを求める（ステップＳ６４）。
【００９１】
次に、メインＣＰＵ２０１は、第２レリーズスイッチがＯＮされたか否かを判定する（ス
テップＳ６５）。この判定において、第２レリーズスイッチがＯＮされたと判定した場合
に、メインＣＰＵ２０１は、信号処理回路２２２に動画表示停止の指示を送り（ステップ
Ｓ６６）、静止画取り込みの指示を送る（ステップＳ６７）。次に所定のシャッタ秒時経
過後、シャッタ２２０を閉じて（ステップＳ６８）、信号処理回路２２２に画像処理を開
始させるように指示を行う（ステップＳ６９）。その後、信号処理回路２２２に、画象処
理した画像をフラッシュメモリ２２６に記憶させるように指示する（ステップＳ７０）。
この後、ステップＳ７２に移行する。
【００９２】
一方、ステップＳ６５の判定において、第２レリーズスイッチがＯＮされていないと判定
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した場合に、メインＣＰＵ２０１は第１レリーズスイッチがＯＮ状態であるか否かを判定
する（ステップＳ７１）。この判定において、第１レリーズスイッチがＯＮされていると
判定した場合には、ステップＳ６５に戻る。一方、ステップＳ７１の判定において、第１
レリーズスイッチがＯＦＦされたと判定した場合には、このフローチャートを抜ける。
【００９３】
また、画像記憶の終了後、メインＣＰＵ２０１は、第１レリーズスイッチがＯＦＦされた
か否かを判定し（ステップＳ７２）、第１レリーズスイッチがＯＦＦされたと判定した場
合に、このフローチャートを抜ける。
【００９４】
以上実施の形態に基づいて本発明を説明したが、本発明は前述した実施の形態に限定され
るものではなく、本発明の要旨の範囲内で種々の変形や応用が可能なことは勿論である。
【００９５】
さらに、上記した実施の形態には種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の構
成要件の適当な組合せにより種々の発明が抽出され得る。例えば、実施の形態に示される
全構成要件からいくつかの構成要件が削除されても、発明が解決しようとする課題の欄で
述べた課題が解決でき、発明の効果の欄で述べられている効果が得られる場合には、この
構成要件が削除された構成も発明として抽出され得る。
【００９６】
【発明の効果】
以上詳述したように、本発明によれば、オートフォーカス機能に対応しない撮影レンズが
装着された場合であっても、撮影者が手動で正確に撮影レンズの焦点調節を行うことが可
能なデジタル一眼レフカメラを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施形態に係るデジタル一眼レフカメラにオートフォーカス可能な
撮影レンズを装着した場合の構成を示すブロック図である。
【図２】　信号処理回路のより詳細な構成を示すブロック図である。
【図３】　本発明の一実施形態に係るデジタル一眼レフカメラにオートフォーカス不能な
撮影レンズを装着した場合の構成を示すブロック図である。
【図４】　本発明の一実施形態に係るデジタル一眼レフカメラにおけるメイン制御のフロ
ーチャートである。
【図５】　ファインダ内表示のフローチャートである。
【図６】　レンズ位置に対するコントラスト値を示した分布図である。
【図７】　図７（ａ）は合焦表示の表示例を示す図であり、図７（ｂ）は非合焦表示の表
示例を示す図である。
【図８】　撮像動作のフローチャートである。
【符号の説明】
１００…ＡＦレンズ、１０１…正レンズ、１０２…絞り機構、１０３…負レンズ、１０４
…ズーム・ピント駆動回路、１０５…絞り駆動回路、１０６…レンズ情報記憶回路、２０
０…カメラ本体、２０１…メインＣＰＵ、２０２，２２３…データバス、２０３…信号線
、２０４…可動ミラー、２０５…ミラー駆動回路、２０６…サブミラー、２０７…セパレ
ータ光学系、２０８…ＡＦセンサ、２０９…ＡＦセンサ駆動回路、２１０…焦点板、２１
１…ペンタプリズム、２１２…ファインダ接眼光学系、２１３…ＬＣＤモニタ、２１５…
結像レンズ、２１６…測光素子、２１７…ＥＥＰＲＯＭ、２１８…スイッチ入力部、２１
９…シャッタ駆動回路、２２０…シャッタ、２２１…撮像素子、２２２…信号処理回路、
２２２ａ…ＣＰＵ、２２２ｂ…第１の画像処理回路、２２２ｃ…間引き・抽出処理回路、
２２２ｄ…第２の画像処理回路、２２２ｅ…第３の画像処理回路、２２２ｆ…ホワイトバ
ランス（ＷＢ）処理回路、２２２ｇ…コントラスト判定回路、２２２ｈ…ビデオ・デコー
ダ、２２２ｉ…伸張処理回路、２２４…ＥＰＲＯＭ、２２５…ＳＤＲＡＭ、２２６…フラ
ッシュメモリ、３００…ストロボ発光ユニット、３０１…ストロボ制御回路、３０２…ト
リガ回路、３０３…発光管、３０４…反射傘、３０５…発光パネル、４００…ＭＦレンズ
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